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ercises in the Yokohama Dialect改訂増補版で Nankinized Nippon（南京訛り日本語）として現れる
のが早いが，フィクションで用いられるのは 1920年代を待たねばならない。ちょうどこの頃，
中国人労働者や大道芸人，行商人が多数日本で見られるようになり，日本人の中国人観が大
きく変わった時期でもあった。「ある」「よろしい」が現れる〈アルヨことば〉は大正年間ま
では必ずしも中国人の表現として標準的なものではなかったが，1930年代，満州事変，盧
溝橋事件を経て日中戦争に突入するころから，日本のポピュラーカルチャー作品の中で盛ん
に〈アルヨことば〉が用いられるようになった。この表現は戦後にも受け継がれることとなっ
たが，カンフー・ブームやチャイナ少女など新しい中国人表現とも結びつき，やがて力を失っ
ていく。一方，本書は戦前の満洲国で発生した満洲ピジンとも言うべき言語が〈アルヨこと
ば〉の源泉ではなく，むしろ満洲ピジンが〈アルヨことば〉の影響を受けている可能性があ
ることを示している。この満洲ピジンに似た表現は今日まで中国における抗日映画・ドラマ
の中で日本人軍人の表象に用いられている。
この他，2014年 9月には研究社から『〈役割語〉小辞典』も刊行された。『ヴァーチャル
日本語　役割語の謎』（岩波書店，2003）刊行から 10年以上が過ぎ，2015年 2月には一般
公募の研究発表による「役割語・キャラクター言語研究国際ワークショップ」も実施された。
役割語研究は言語研究の中で一定の地歩を固め，新たな局面に入ったと言えるかもしれない。
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